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一一人工呼吸関連機器Q&A:人工呼吸器

アコマ 人工呼吸器 ARF-1500E型

Q1. 使用中停電が起こったとき，又は電源コードが抜

けたとき，どんな対策がなされていますか?

A.本装置は AC100 V電源の他に，カーバッテリ ー

や小型発電機などの外部ノξッテリーを利用できるば

かりではなく ，充電式ノ4ッテリーを内蔵している。

万一， AC電源に異常があれば自動的に外部パッテ

リーへと電源が切り替わるが，これらが本体に接続

されていないかあるいは故障などによって電力が供

給されなくなった場合には，即座に内蔵バッテリ ー

によって装置の駆動を維持する安全機構をとり入れ

ている。また最終的な電力供給源としての内部ノξッ

テリ ーが使用時間の経過に伴い，電圧が 11V以

下になると可視可臆アラームによ って警報する。

Q2. Q 1以外に付属しているアラームの種類と作動の

メカニズム及びその性能について述べて下さい。

A.① リーク警報:圧力ト ランスデューサーによ

り，検知圧を電気信号に変換して監視をおこなうロ

5~50 cmH20 まで 5cmH20 間隔で設定でき，設

定圧レベルに達しない状態が20秒間経過すると，

可視可聴アラームが作動する。

②過熱j圧警報:向上の原理によ って監視し，

20~65 cmH20まで 5cmH20間隔で設定できる。

もし吸気圧が設定レベルを超えると，呼気相に切り

替わり同時に可視可聴アラームが異常を知らせる。

③ フローレート不足:本装置はボリューム ・プ

リセット&タイム・サイクリングによる換気方式を

採用。また呼吸回数，呼吸相比および 1回換気量を

設定するこ とにより，マイ クロプロセッサーが換気

条件を自動算出してコン トロールする。 1回換気量

はオプ トセンサーによって感知しているが，設定し

た1回換気量に満たないうちにタイム・サイクリン

グによって呼気相へ切り替わってしまった場合，フ

ローレートが不足することになる。異常換気状態、が

生じた場合可視可聴アラームが作動する。

Q3. 消毒可能な部分とその消毒法を述べて下さい。

A.ベローズユニットを含む，すべての呼吸回路はオ

ートクレープ， EOGおよびヒピテンによる滅菌 ・

消毒が可能である。

Q4. 吸気弁と呼気弁の抵抗を教えて下さい。

A. 当機種は IMV機能を有しない。従って吸気抵抗

はさほど問題とならないので呼気抵抗についてのみ

表記する。フロー 501/分のと き，呼気抵抗は 3cm

H20である。

Q 5. 耐久性について，何回聞の連続使用が可能かなど

具体的に教えて下さい。

A.装置の各作動部や弁部の耐久性には，きわめて高

い信頼性と安定性を具備している。しかし安全確保

の見地から日 24時間のフル駆動条件のもとで

連続使用した場合，4，000時間ごとに定期点検を受

けることをユーザ各位にお願いしている。

Q6. 最大のセールスポイン卜を一言で述べて下さい。

A.一般病室はも とより救急用，車載用あるし、はホー

ムケア用として使用できる多目的人工呼吸器で，い

つでも駆動源を確保で、きるように設計されている。

つまり電源が① AC100 V② 外部バッテリー，

③充電式内部ノ〈ツテリーの3電源方式にな ってお

り，どこでも条件に応じて使い分けることができ

る。優先順位は①，②，③の順になっており，もし

①および②の電源を共に接続しておいても①が優先

し，また①，②ともに不良の際には装置自体がそれ

を察知して自動的に③の電源を選択して 2時間以

上作動させるしくみになっている。さらに使利な

PEEP補償式補助呼吸やプラト一機能を始め，設

定条件をガードするためのプロテクトカパー，押し

回し式の換気量設定ダイヤルの採用並ひ'に各種警報

装置の徹底など，安全確保に細心の配慮を傾注しで

ある。

Q 7. (a)機縁の名称， (b)標準仕様， (c)問い合わせ先

A. (司アコマ人工呼吸器 ARFー1500E型

(同換気方式 :ボリューム・プリセット&タイム・

サイクリング方式/呼吸モード:調節，補助・

調節呼吸/1回換気量 :300~1 ， 500 ml /呼吸

回数 :4~18 回/分/呼吸相比: 1 : 2，吸気時

間短縮可/トリガー感度:OFF， 0~ - 10 

cmH20/リリーフパルフ・:20~60 cmH20 /電

源 :AC 100 V， 50/60 Hz，内蔵ノ〈ッテ リー 12

V/消費電力:150 VA / :外形寸法:320(W)X 

280(D) X 320(H) m/m /重量 :約22kg 

(c)アコマ医科工業株式会社:本社〒 113東京都

文京区本郷2-14-14TEL 03-811-4151 



I才一人工呼吸器 l

多機能・高精度を誇るマイク口

プロセッサー制御式の

ベンチレーター。

.プレッシャー ・サポート機能全備えた~!l\判な

触れlul路により、忠おの吸気負組を "f能なかぎ

り軽減し、十分かつ適切な換気量を供給します。

(IDV時)eフローレート 11矩形、i新I斡あるい

は漸減な Eそれぞれのフ ローパターン

lこ!必じて正しく自動コントロールされ

ます。.コンプライアンス補正機能に

より、常に正確な換気量が患者に供給

されます。eIDV時に自発呼吸が10秒

以上停止すると、安全確保のため 6秒

ごとに強制換気をおこないます。 .コ

ントロール部11便利なタッチ入力方式

です。・信頼に応える精巧なメカニズ

ムと、徹底したセフティ・システムを

備えています。
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